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III器 楽

本稿 では、前稿の 「声楽」に関す る解説に続いて 「器楽」、つ ま り、西欧文化 との 「接

触前」におけるハ ワイに存在 した とされ る楽器 ならびにその音楽について解説 したい。

1820年 以前 とされる、西欧文化 との所謂 「接触前」(pre-contact)、 あるいは、「宣教師

来訪前」(pre-missionary)と いわれる時代 の器楽 は太古の時代か ら永 きに亘 って存在 し

形成 された ものであった。 この期 間のハ ワイは、ポ リネ シア圏内外の位置する他の諸 島

との接触はあったものの、19世 紀半ば迄は殆 ど閉鎖的 と言って もよい くらいの外界か ら

閉 ざされた文化圏であった。そこで育った打楽器、弦楽器、管楽器 といった ものを見て

言 えることは、ハワイ と接触があったとは到底考 えられないような遠隔の地の文化圏に

も、ハ ワイとほぼ同様の打楽器、弦楽器、管楽器が存在 している事例 が実に多いことで

ある。丸太 を くり抜 いて生 き物の皮 を張 った太鼓、植物の果実の殻の空胴 を利用 した打

楽器、竹 などの植物の茎部で作 った笛、巻 貝の笛、木片に繊維 を張った弦楽器など、 こ

うした ものは、世 界各地 で人類が誰か ら教 え られるともな く、身の廻 りにある自然物の

材質 を見、手にす るうちに思い付 く同 じような着想によって生 まれたものである。人種

や地域にかかわらず、或 る物 に対す る人間の着想には世 界共通の ものがあるように見 え

る。 これは作 られた楽器の形態や機能についてだけでな く、楽器の奏法 について も言え

る事例がある。例 えば、ハワイで19世 紀末に考 え出された と言われるスティール ・ギタ

ー奏法の ような
、弦楽器 を演奏する際にバー を持 って弦 を押 さえなが ら弾 くとい う類似

(1)

の奏法が、 イン ド、 中国、 日本で も存在 してい るとい う事実があるが、 これなども、人

間の持つ着想が人種や地域 を問わず同 じであるこ とが、奏法の点において も見 られ るこ

との例であろう。

古代ハ ワイ音楽で用いられたとされる楽器についても、それぞれ何 らかのかたちでそ

の着想 を同 じ くする ものが世界の何処かの民族音楽の楽器 として存在 した可能1生があ り、
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ハ ワイ とほぼ同様 の類型の ものが他の地域 にい くつか存在 したこ とは充分考 えられるこ

とである。ハワイとこれ らの地域 との間に直接の接触がないに もかかわ らず、 こうした

事実が存在す ることについては、考 え方に よっては、我々現代 人の知 らない太古の時代

に移住等による何 らかの直接的接触に等 しいことが起 こっていた可能性 もあ り得ないこ

とではない とも言える。

西欧文 明 との接触前か らハ ワイに存在 した とされ る、ハ ワイの所謂古楽器の うち、絵

画等の記録で しかその存在の確 認 し得 ない もの、現物が博物館 に保存 されているもの、

これ らすべて を分類す ると次の ものがあげ られ る。一応"musicalinstrument"(楽 器)

とされてはい るものの、単なる"sound-producinginstruments"(発 音器具)の 域 を出な

いもの もあるが、 これ とて も、 フラ ・ダンスの動作に合わせて リズムをとるのに用 いら

れた とされるなどの理由で、楽器の範時に含め られている場合が 多い。

これ らの楽器 に用 いられている材質について言えば、ハ ワイ諸 島が亜熱帯の海洋性気

候 で比較 的に多雨である風土であったこ とがこれに一つの特徴 を与えている。椰子、竹、

ならびに比較的固 く緻密 な木質のkauila(カ ウイラ)、koa(コ ア)と いった樹木が豊富

であ ること、瓜の類の草木の生育 に適 していたこと、野山には亜熱帯特有の色彩鮮かな

羽毛 を持つ鳥が 多か ったこ と、近海の潮流の関係 で捕鯨や漁業が盛んで鯨骨や魚類の皮

が 日常的に入手 出来 たこと、 などで、これ らを材料に して容易に楽器作 りが出来た し、

就中、椰子の実、瓜、竹筒 といったものは、 その形状か らして、 さほ ど手 を加 えず とも

楽器 に仕上げ ることが出来た。

1、 弦 楽 器(stringinstruments)

(2)
`Ok6k6(ウ ケ ケ)

、

響

2、 管 楽 器(windinstruments)

Inoseflute(鼻 笛):`ohe(オ へ)

IIgourdwhistle(瓜 笛):ipuh6kiokio(イ プ ホ オ キ オ キ オ)

IIIshelltrumpet(貝 殻 陳』夙):pU(プ ウ)

IVleafwhistle(木 の 葉 笛):pUla`i(プ ウ ラ イ)

Vbullroarer(捻 り木):oeoe(オ エ オ エ)

3、 打 楽 器(percussioninstruments)

(A)太 鼓 類(drums)

Iwoodendrums(木 製 太 鼓):pahu(パ フ)

IIgourddrums(瓜 製 太 鼓):ipu(イ ブ)
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IIIkneedrums(膝 太 鼓):pUniu(プ ニ ウ)

(B)固 体 楽 器(solidinstruments)

Ihulasticks(フ ラ 用 打棒):kala`au(カ ラ ア ウ)

IItreadle(踏 み 板):papahehi(パ パ ヘ ヒ)

IIIstonecastanets(石 製 カ ス タ ネ ッ ト):`ili`ili(イ リ イ リ)

(C)竹 筒(bambootubes):ka`eke`ek(カ ア エ ケ エ ケ)

:pu`ili(ブ イ リ)

(D「 ガ ラ ガ ラ」 類(rattles)

Isinglegourdrattle(一 瓜 式):`uli`uli(ウ リ ウ リ)

IItriplegourdrattle(三 瓜 式):`ulili(ウ リ リ)

IIIdogtoothrattle(犬 歯 式):kupe`eniho`ilio(ク ペ エ ニ ホ イ リオ)

4、 そ の 他

Ijew'sharp(ユ ダ ヤ 式 ハ ー プ):ni`aukani(ニ ア ウ カ ニ)

IIbambootubes(竹 筒):`oheka`eke(オ ヘ カ ア エ ケ)、hoehoe(ホ エ ホエ)

こ れ らの 楽 器 の うち 、 特 に フ ラ ・ダ ン ス の 際 に 多 用 され る と して 、hulainstruments

(フ ラ 用 の 楽 器)と さ れ る の は 次 の も の で あ る。

pu`ili(ブ イ リ)

kala`au(カ ラ ア ウ)

`ili`ili(イ リ イ リ)

papahehi(パ パ ヘ ヒ)

kupe`eniho`ilio(ク ペ エ ニ ホ イ リオ)

以 上 列 挙 した 楽 器 の 多 くは、 ハ ワ イ の ホ ノ ル ル に あ るBernicePauahiBishoP

Museum(バ ー ニ ス ・パ ウ ア ヒ ・ビシ ョップ博 物館 、通 称"BishopMuseum")に 保 存 、

展示 され てい る。

本 稿 で と り上 げ た楽器 の イラス トレー シ ョンは、種 々 の資料 か ら断 片的 に しか収集 出

来 なか った写真 や 図版 等 に よる画像 を も とに コンピュー ター ・グラフ ィ ッ ク(CG)の 手

法 で統 一す る とい うか た ちで 図示 す るこ とを試 み た。CGな らびに 関連 の作 業 は この分

野 の専 問家 に依頼 した。CGな らではの斬 新 な感覚 で楽器 の特 徴 を再 現 出 来 て い る と思

う。 最近 封切 られ た宇 宙飛行 の 映画 で は、 ロケ、 特撮 、 セ ッ ト撮映 な どの代 わ りにす べ

てCGで 画 面 が作 られ た とい うが 、CGの 作 る画像 の 方が 、現 実 の物 を実 写 した もの よ

り、 よ り象徴 的 で現 実性 を帯 びた実 感 を与 え る とす るな ら、CGは 、今 後、 目的 に よって

は、 映像 、 画像 に よるプ レゼ ンテー シ ョンの有 効 な手 だ て とな って行 くと見 られ る。
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[1]弦 楽 器(StringinStrUmentS)

(1)`廿kek6(ウ ケ ケ)

西欧 との接触以前にハワイに存在 した唯一の弦楽器が楽弓ウケケであった。 ウケケは、

太古の時代にマルケサス島か らハワイに移住 した人等の第一陣がマルケサ ス島にutete

(ウテテ)と いう類似の楽器 を持 ち込んだものがその由来 とされているが、ヘ レン・ロバ

ーツによるとオス トラル諸島にはウテテよりもさらにウケケに近いものが存在 していた

(3)

とい う。ハ ワイの ウケ ケはkalaila(カ ラ イラ)ま たは`ulei(ウ レイ)の 木片 を材料 に作

られ、長 さは15か ら24イ ンチ(平 均 約20イ ンチ)で 幅 は1～1.5イ ンチ で あった。両 端 は

心持 ち細 くなって いて魚 の尾 の様 の形状 に な って お り、 一方 の端 には張 ってあ る弦が巻

きつ け てあ り、 もう一方 の端 に は縦 に切 れ 目がつ け てあ り、 夫々 弦の一 方 の端 が はめ込

まれて弦 が張 ってあ る。 この 「魚 の尾 の様 な形状 」をヘ レン・ロバー ツは"fishtair'(「 フ

ィ ッシュ ・テ イル」)と 称 し、 収集 した ウケ ケの それ を分 類 し次 の スケ ッチ を記録 に残 し
(4)

て い る 。

丹 A ハ 図 A
張 ってある弦は通常2～3本 で、1本 のこともあ り、 また、4本 以上のこともある。

弦の素材は椰子の実の繊維 を撚 ったものが最 も多 く用 いられたが、馬の尻尾の毛や羊腸

も用い られた。本体の表面は平面、裏 は凸形であるが、弦が本体の表面に密着す ると弦

が響かないので、弦 と本体の木板 を少 し離す 目的で、弦の一方の端に瓢箪の皮の小片な

どが駒 として本体 と弦の間にはめ込 まれた。調弦は 「フィッシュ ・テイル」の部分への

弦の巻 き方つ まり弦の張 り方の強弱によっておこな う。

調弦の際の各弦の音程つ まり各弦間の音程差、な らびに全体的 なピッチは、文字通 り

演奏者の好みによっていたようである。 しか し伝統的な三弦のウケケの調弦法 といわれ

るものに、上二本の弦 を完全4度 、第三弦 を長2度 程度下げる、例 えばF・G・Cと い

った間隔の ものが あった。 これ とて も全体 的なピッチはその都度一定 していなかった。

時代が下 ってキ リス ト教 のhimeni(讃 美歌)が 普及す るようになってか らは この影響

で、西洋音楽に準 じた、例えば、長調のtriad(主 三和音)C・E・Gの 間隔で調弦され

るように もなった。専 ら開放弦で弾弦されたので、ある種の和音を出すこ とは可能であ

ったが、弦 を張 った本体の木板 を指板 として用いることは しないので一本の弦で旋律 を

奏 でることはなかった。
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奏法は、左手でウケケの左端 を弦の張 った側 を外に して水平に持 ち、右端 に近 い部分

を両唇で くわえる。弦 を弾 くと口腔部 は弦楽器の共鳴胴の働 きをし、舌は言葉 を話 した

り、歌 った りす る際 と同様に動 く。その際奏者は 自らの音声は発 しない。椰子の実の中

の固い部分や タパの織維 を細 く撚 り合 わせ た ものを用いてか な り速 く弦 をか きならすの

である。弦 は一度に一本の弦のみ を弾 くのであるが、三本の弦 とも近 くにあるので他 の

弦 も共鳴 して音を出す こともある。 メレの或 るものはその旋律 をウケケで真似 て演奏 さ

れた。 たとえば、立踊フラの一つであるhula`61apa(フ ラ・オラバ)な どはウケケの旋

律 を伴奏に演奏 されたが、 その際、チャン トに当たる部分 をウケケで演奏 した。 また、

"AlohaKilauea"(「 アロハ ・キラウエア
」)と い うフラはブイ リを加 えたウケケの伴奏 で

くら　

踊 られた。ウケケの演奏 を聞いて、継続的にその旋律 を促 える と、 メレ ・フラで歌われ

る旋律 に似せて演奏 しているかに聞こえるが、これは単一音程 に調弦 された弦のま ・で、

高低 をつけて弾弦 して旋律 を作 り出す こ とが出来ず、専 らリズ ミックな音のみが響いて

聞えるからである。それ も次の様 な簡単な リズムの繰 り返 しである。いずれ も古来の伝

統的なパターンである。

」刀 刀刀 」刀 」丁刀 」刀 刀刀

∫コ.「コ ♪.「 コ.「コ ♪ ∫コ.「コ♪

近世 か ら現代 に入 って以 来、 ウケ ケが演奏 され る機 会 は極 め て少 な い と言 って よい。

チ ャ ン ト歌 手 が あ りフ ラの名手 で もあ ったDandyloane(ダ ンデ ィー ・イ オアネ)が ウケ

ケ を達 者 に演奏 し、1883年 の カ ラカ ウア王 の載 冠 式の セ レモニ ー で演奏 して名声 を博 し

た こ とか ら彼 は 「ダンデ ィー ・イオ アネ ・ウケケ」(Dandyloane`Ukek6)と 呼ば れ る

よ うに な った とい う。1920年 代 初 頭 に"`AiaHonoluluKu`uP6haku"(「 ア イァ ・ホ ノ

ル ル ・クウ ・ポバ ク」)と い う メレが ウケ ケの 曲 と して よ く用 い られ たの が知 られ て い

る。1930年 代 にAkoniMika(ア コニ ・ミカ)がLalaniVillage(ラ ラニ ・ヴ ィ レ ッジ)

の フ ラの行 事 に ウケケ の演奏 を披 露 してお り、また、1940年 代 に な る とMakaleiMont-

gomery(マ カ レイ ・モ ン ゴ メ リー)とFredBeckley(ブ レ ッ ド・ベ クレイ)が ウケ ケの

リバ イバ ル を試 み よ う とつ とめ て い る。 また、 ハ ワ イの 民 俗 学 者 のMaryKawena

Pukui(メ ア リー ・カ ウェナ ・プ クイ)が 自らウケ ケの 演奏 の模 範 を示 した ものが ビ シ ョッ

プ博 物館 に残 され て い る。彼 女 は教 え子 のKaupenaWong(カ ウペ ナ ・ウ ォ ン)に この

楽器 の奏 法 を伝 授 して い る。変 った ところで は、歌 手 のPalaniVaughn(パ ラニ ・ヴ ォー

ン)が カラ カ ウア 王 を記念 して製作 した レ コー ドの 中 で簡単 なテ クニ ックなが らウ ケケ

の演奏 を入れ た ものが あ る。
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[II]管 楽器

(1)`ohe(オ へ)

ノー ズ ・フルー ト(鼻 笛)と 英語 で呼 ばれ るが、mouthflute(マ ウス フルー ト)つ

ま り口で吹 くフルー トでな く、文字 通 り、 鼻 で吹 くフルー トであ り、`ohe(オ へ)、hano

(ハ ノ)、`ohehanoihu(オ ヘ ハ ノ イフ)な ど と呼 ばれ る。 マ ウス ・フルー一トでは、パ

ン ・パ イプの類 の もの もハ ワイでは存在 しなか った と言 われ るが 、小 さな瓢 箪 で作 られ

た 口で吹 く楽器 は存在 した とす る説 もあ る。

オへ(ノ ー ズ・フルー ト)は10～20イ ンチほ どの長 さで 口経が1～1.5イ ンチの竹 製 で

あ り、一 方の端 の節 はその まま残 して あ り、他 方 の端 の節 は抜 いて あ る。 節 のあ る側 に

鼻孔が あけ てあ り、少 し離れ て、2箇 所 に指 孔つ ま り指 で押 さえてふ さ ぐ小 さな穴が あ

けて あ る。3箇 所 の もの もあ るが この場合余分 の一 つ は鼻孔 に近 い方 にあ る。

奏 法 としては、通常右 の鼻 孔 で吹 き、左 の鼻孔 は左 手 の親指 又は人差指 で押 さえつつ 、

右 手 の親 指 と人差指 でオへ を水 平 に(時 には垂 直に)支 え持 ち、右 手 の 中指 と薬 指 で二

つの指 孔 を夫 々押 さ える。3ケ 所指 孔が あ る場合 に は右 手の親指 で吹 口に一番近 い指 孔

を押 さえ る。
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ノー ズ ・フルー トは機能 的 には、通 常 のマ ウス ・フルー トと異 な り、 口で発す る音声

の変 形 とも言 うべ き音色 を出す 。つ ま り、チ ャ ン トで歌 われ る リズム とともにチ ャン ト

の音程 に近 い もの を竹 筒 を通 じて 出す役割 を果 た した。専 らmeleho`oipoipo(メ レ・ホ

オイポ イポ)つ ま り、 愛 の語 らいの ムー ドを歌 うチ ャン トに合 わせ て演奏 され 、チ ャ ン
く　　

トと殆んどこれに近いユニゾンで演奏 された。

ノーズ ・フルー トの発祥の地については諸説があるが、これはこの楽器がポ リネシア

の各島に存在 していることによる。 タヒチか らパフと共に持ち込 まれたとす る説 もある
(7)

し、 オア フ島の カネ オへ あ るい はカ ウア イ島に その起 源 が あ る とす る説 もあ る。

ノー ズ ・フルー トの メロデ ィー ・ライ ンはその音 が、 声帯 か ら 口腔部 を経 て発せ られ

る音 声の延 長 といっ た特性 を持 つ ので、 その拍 子 は一 定 のパ ター で持 続せ ず、 す ぐに イ
く　ラ

レギ ュラー な もの とな る。 これ は ウケ ケの場合 も同様 であ る。

メロデ ィー ・ライ ンの フ レー ズは、吹 く者 の呼 吸能 力に よ り、長短 が あ り、音程 は略々

同 じ高 さで推移 す るが、 半音位 ずつ 下 が りが ち とな る。 拍子 のパ ター ンは次 の ものが 多

いQ

B己 ∫μ1≧ 己μr 1σr∩ 尾 ∫rd

また、 次 の例 の様 に、付点 音符 で専 ら記譜 すべ きメ ロデ ィー ・ラインや シ ン コペ ー シ

ョン とも言 うべ き装 飾 的 な もの も多か った。

　 　

Dρ 仔rlヶ1仔 臼

鼻 で吹 くフルー トなが ら、 ビブ ラー ト、 モル デ ン ト、 トリル といった装飾 音 を出す こ

と もよ く行 なわ れた。

19世 紀 には特 に初頭 に おい て、 オへ はパ フ と共 に 演奏 され る こ とが 多 く、時代 が下 っ

て、パ フに ギターが取 って代 わ るこ と もしば しば あっ た。 西洋 音楽 の フルー トが ハ ワイ

に持 ち込 まれて普 及す る と、 オへ の音 色 も西洋 の フルー トに似せ られて演奏 され るよ う

に な り、西 洋音 楽の グルー プ と共演す る迄 に な った。1840年 代 に は、 ハ ワイ 島の ヒロで、

ホ長調 の 曲が オへ との共演 で演奏 され た。1930～1940年 に オへ の リバ イバ ルの時期 が あ

り、KaheaBeckley(カ ヘ ア ・ベ ック リー)、MakaleiMontgomery(マ カ レイ・モ ン ゴ

メ リー)な どが名 オへ奏 者 と して活躍 した。 モ ン ゴメ リー は1951年 の 映画"BirdofPar・

adise"(「 楽 園の鳥」)の サ ウン ド・トラ ックでオへ を演奏 して い る。 民俗 音楽 専 問の レー

ベ ル、ニ ュー ヨー クのFolkwaysRecordsか らはTomHiona(ト ム ・ヒオナ)が オへ

演奏 の レ コー ドを出 して い る(FW8750)。 現 代 ハ ワ イ音楽 の グルー プ で も、Beamer
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古代ハワイ音楽(2)

Brothers(ビ ー マ ー ・ブ ラザ ー ズ)やKalimas(カ リ マ ズ)も オ へ を取 り入 れ て い る。

(2)ipuh6kiokio(イ プ ホ オ キ オ キ オ)

h6kiokio(ホ オ キオ キオ)ま た はipuh6kiokio(イ プ ホオ キオキオ)と も言 われ る

この 鼻笛 はipuhoehoe(イ プ ホエ ホエ)と も呼ば れ るこ とが ある。 この イブ ・ホエ ホ

エ は竹 筒 の類 の呼 び名 に誤 用 され る こ ともあ る。 これ は、 洋梨位 の大 きさの小 型 の瓢 箪

で作 られ た笛 で、時 と してkamani(カ マ ニ)と い う木の実 で作 られ るこ と もあ る。上 部

の 中心 に1イ ンチ程 の気 孔が 開 いてい るが、 これ は ノー ズ ・フルー トと同様 鼻で吹 くた

め の もので あ る。 そ して側 面部 に2箇 また は4箇 の小 穴 が あけ られて い るが、 これは指

孔 で あ る。音 色 は この楽 器 の構 造 か らして単 調 で音量 は小 さ く、物 静 か で低 い音 色の楽

器 で あ る。イブ ・ホエ ホエの"hoehoe"と は この種 の笛 の 出す低 い長 く響 く静 か な音 を意

味 す る。

演奏 の際 に は、 左手 で笛 を持 って右 の鼻 孔 に吹 口 を押 しつけ て吹 くのが普 通 で、 オへ

の奏 法 と同様 であ る。

楽器 の側 面 にあけ られ てい る小 穴 は、指 で穴 をふ さ ぐ場合 のため に、2つ の小 穴 は縦

に並べ てあけ てあ るが、 これ とて も、 厳密 に音 階 の こ とを考 慮 した もの と も考 え られず、

実際 に 出 る音程 は、 半音程 度 の上下 の差 の あ る もので、ヘ レ ン ・ロバー ツ な どは、一 つ
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古代ハワイ音楽(2)

の 音程 しか 出な い"whistle"(「 呼 び子」)だ とい う表 現 を用 いて い る。指 の使 い方 に よっ

て、半 音程差 の トリルの音 が出せ るこ とを指摘 して い る説 もあ る。

イブ ・ホオ キオ キオは、他 の古代 楽器 と異な り、 現代 のハ ワ イ音 楽の 演奏 に取 り入れ

られ る こ とは殆 ん ど無 いが、KeolaandKaponoBeamer(ケ オ ラ ・ア ン ド ・カポ ノ ・

ビーマー)は この楽 器 を取 り上 げて い る。

(3)PO(プ ウ)

巻 き貝(conch)の 類 を笛 として用 い るの は古代世 界 の各地 で行 な われ たが 、ハ ワ イに
(9)

もこれ らが残 され て い る。 貝製の 一種 の トラ ンペ ッ トで あ り、 その音 は2マ イル以上 離

れた場所 に も届 くとされて お り、 これは楽器 と言 うよ りも儀礼 用 又 は、 信号用 と鳴 り物
(10)

とい った性格 の もの で もあ る。 貝の種類 として は 「ほ ら貝」(triton)ま たは 「カシス」

(Cassis)が 用 い られ た。 貝 の頭部 に吹 穴の あ る もの とない もの とが あ り、又、裾 の部分

に持 ち運 ぶ ため の紐 を通す孔 を開 け てい る もの もある。 近年 この プー を現代 のハ ワ イ音

楽 に楽器 として と り入 れ る傾 向 も生 まれて い る。例 、えば、ヒロ・カ リマ ズ(HiloKalimas)

とい うグルー プ は 「ラ ウパ ア ホエ ホエ の若者 」(BoyfromLaupahoehoe)と い うレコ

ー ドでプー を楽器 として と り入れ て い る(HulaHS505) 。 また、ハ ワ イの ミュー ジシ

ャ ンでは ないが、 フロ リダ、 キー ・ウェ ス トのサー ロウ ・ウ ィー ド(ThurlowWeed)

は、 この種 の巻 き貝 の笛 で幅 広 い音域 に わた って半 音 が 出せ るまでの技 法 を身に付 け、

ピア ノや オルガ ンの伴 奏 でフ ォー ク ・ミュー ジ ックやベ ル デ ィな どの クラシ ックの作 品
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古代ハワイ音楽(2)

も手 がけ て い る。

(4)pOla`i(プ ウ ラ イ)

植 物 の葉 を巻 いた だけ の もの を吹 くとい う一 種 の笛 とい う性 質上 、博 物館 に保 存 され

て い る事例 は皆無 で あ る。 プー ライ(PUIa`1)のpoは トランペ ッ ト、la`τはti(タ イ)と

いう植物 を意味す る・ タイの葉 を幅号 インチ、長さ5-6イ ンチの リボン状に切 り取 っ

て、 これを巻 いて約1イ ンチ余 りの笛 に した もので、上下の唇にはさんで吹 くと単音の

リー ド楽器に似た音 を出す。 リボンの大 きさ・巻 き方 ・吹 き方に よって、 ピッチ と音量 ・

音色に差異が生 じる。 リボン状 の葉の端の部分 が リー ドの働 きをして音が出 るのである

が、葉の巻 き方で、葉の端 の復数の箇所が同時に リー ドの働 きをすることがあ り、 この
く　 ラ

場合は単音でな く復数の音による和音 を発す ることがあ る。単 なる草笛 の域 を脱 して広

く普及 したようで、ハ ワイ王室 にもプー ライを愛好す る人たちが居 た。

(5)Oeoe(オ エ オ エ)

北米や オー ス トラ リア の原住 民 の間 で よ く用 い られ て いたbull-roarer(ブ ル ・ロー ラ

ー)あ るいはthunderstick(サ ン ダー ・ステ ィ ッ ク)と 言 われ る もの
。 日本語 では 「捻

り板 」(う な り板)と 訳 され て い るが、 これ は枝 の小 片 に紐 を付 け て この端 を振 り廻 す

と、 捻 り声 を上 げ る もの で、 雨乞 いや 豊饒 祈 願 の際 に用 い た こ と もあ る。 ハ ワ イの 「ブ

一11一
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古代ハワイ音楽(2)

ル ・ロ～ ラー 」は この一種 の変 形 とも考 え られ るもの で、kamami(カ ラ ミ)の 種 子 また

は小 型の椰 子の実 の外 殻 を擦 って薄 くした もの の上 頭部 に約1イ ンチ程 の孔 を開 けて下

部 に2つ の小 孔 を開け て紐 を通 した もの であ る。 この紐 の端 を振 り廻す こ とに よって稔

り声 に似 た音 を出すが 、楽器 と言 うよ りも子供 の玩 具 に近 い もの と考 え られ る。 この楽

器 は フ ラの際 に時折 と り入 れ られ るこ と もあ る。

[III]打 楽 器

(A)太 鼓 類(drums)

(1)pahu(パ フ)

一種 の太鼓 であ り、coconut(椰 子)、breadfruit(パ ンの木)の 丸 太 を創 り貫 いた もの

に、鮫 の様 な大 型の魚 の皮 をvibratingmembrane(鼓 膜)と して張 った もの であ る。

主 に鮫 の皮 が用 い られ る。大 き さは高 さ1フ ィー ト、 直径7～8イ ンチの ものか ら、高

さが3フ ィー ト、 直径20イ ンチ をそれ ぞれ超 える もの もある。 鼓膜 はolona(オ ロナ)と

い う樹木 の繊維 で作 った紐 で、本体 の底 部 にかけ て締め つけ 固定 され てい る。鼓 膜 を上

に向け た状 態で太鼓 を地 面 に置 いて演奏 す る。高 さか ら して演 奏者 は座 って演奏 し、素
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手 で両手 を用 いて叩 くの でkettledrum(テ ィムパ ニー)の 一種 だ とも言 える。 それ ぞ

れ異 なった箇所 を叩 くと、異 な った音色 を出す。14～15世 紀 の時代 は、 ポ リネ シア全 域

にお いて各島間 の交流の盛 んな時代 であ ったが、 この頃ハ ワイに移 り住 んだ人 たちの う

ち、上 流階級の者 が タ ヒチか ち持 ち込 んだ と言 われ る。最初 は神 殿 におけ る宗教上 の儀
(12)

式 に用 い られ、神聖 なメレ・フ ラ とともに演奏 された。パ フは後 述のpOniu(プ ニ ウ)と

い う椰子 の実 に膜 を張 った太鼓 とともに演奏 され るこ とが 多い し、 また ノー ズ ・フルー

トと共 に演奏 され るこ ともあ る。 プニ ウ と共 に演奏 され るのは、パ フが主た る リズム を

低音 で刻 み、 その合 間にプ ニ ウの高 い音 で リズム を刻 むか た ちで、高 ・低 を合 わせ持 た

せ る とい う、ハ ワ イに古 くか らあ る対称 的 な二つ を以 って一 つのペ アにす る とい う傾 向

の表 われであ る といえ る。 そ して この高音の リズムの ため のプニ ウに代 わ る もの として、

小 型のパ フが用 い られ るこの もあ る。 これ を1apaiki(ラ パ イキ)と 呼ぶ。 パ フの リズム

は、ipu(イ ブ)と い う後述 の瓢 箪 を用 いた打楽器 に よる ものに近 いよ うに見 えるが 、む

しろ`αlili(ウ リリ)と い う後 述の ものに近 い。 パ フの リズムは ス ラック ・キー ・ギ ター

のべ 一 ス ・ランニ ングの持つ リズムの感 じと似 てお り、パ フか ら取 り入 れた もの とも言

(13)

える。

パ フの基本 的 な リズムの一つ は、下記 の様 なパ ター ンの もので、 これ が変 形 され て、

テ ンポが早 め られた り、個 々 の特 定の拍 子が強め られた りのバ リエー シ ョンが加味 され

る。

刀 」刀 」刀JJ 刀 」刀 」刀JJ

パ フの リズム は多様 性 と予 見不 能 とい うか不規則 といった表現 でその特徴 を述べ る以

外 にない。即 興的 な とき もあれば同 じ長 さの響 きを持 って メ トロノー ムに合 わせ てい る

かの様 な規 則正 しい リズム で打 たれ るこ ともある。 同 じ打楽器 で もイブの リズム とは相

容 れ ない ものが あ り、パ フ もイブ もhula`ala`apapa(フ ラ・ア ラアパパ)に 用 い られ る

が、パ フが入 った場合 とイブが入 った場合 とでは、 それ ぞれ のス テ ップが異 なる。 む し

ろ、パ フの リズムに合 うもの として、 ウ リリが共 に用 い られ た こ とが あ る。 その場合 は

次の リズム ・パ ター ンの繰 り返 しとな る。

/-3へ ＼/-3へ ＼/-3-＼/-3～ ＼

♪♪♪♪沖 ♪♪あ ♪あ♪あ ♪♪♪あ
口 口 口

(14)

魚の皮の鼓膜 を太鼓に紐で固定す る際の紐の廻 し方のパターンを集めた資料 もある。
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一

舟゚
L

一

また、太鼓の胴の台座の部分の模様にも種々の意匠を凝 らしたものがあり、 これを下
く　らラ

記のパ ター ンに分類 した資料 もあ る。
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オ

(2)ipu(イ ブ)

イブ とはcalabash(瓢 箪)ま たはgourd(瓜)の 類 を意味 し、pa-ipu(パ ア イプ)、ipu

wai(イ プ ワイ)、huewai(フ エ ワ イ)と も言 う。 イブの構造 は、大 きさの異 なる二

つ の瓜の 中身 を抜 いて小 さい方 が上 に なる様 に合体 され た もの で、上 部 は 口をあけて あ

る。 接着 にはパ ンの木 か ら取 った粘液 を用 い る。上 の方 の瓜 は小 型 なが ら横 に膨 ん でお

り、下の 方の ものは細 目で よ り長 い。大 きさは高 さで10～20イ ンチ前後 であ るが、 なか

には3フ ィー トもの もの もあ る。 イブの原 形 とな る もの は ポ リネ シア の他 の 島か ら持 ち

込 まれ た もの とい われ るが、 その後 はハ ワ イで も自生の 瓜 を使 って イブが作 られ るよ う

に なった。 そ して イブ を作 るため に特別 に或 る種 の瓜がハ ワイで栽 培 され る ようにな っ

た。甘 瓜のmanalo(マ ナ ロ)と 酸味 あ るいは苦味 の`awa`awa(ア ワア ワ)の 二種 類 が

知 られ てい る。 現在 では この よ うな栽 培 はお こなわれ てい ないが、 イブは現在 のハ ワ イ

音楽や フ ラで も盛 んに用 い られ てい るこ と もあ り、 この需要 を満 たす ため に メキシ コや

カ リフォル ニアか ら瓜が輸 入 され て いる。 上下 に二個 の瓜 をつ な ぎ合 わせ た二連 のイブ

をipuheke(イ ブ ・ヘ ケ)と 言 うが、 中 には一個 の瓜 こみ の もあ り、 これ はipuheke`ole

(イ ブ ・ヘ ケオ レ)と 呼ば れ、特 に座 って踊 るフ ラの一種 であ るhulakuolo(フ ラ・クオ
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ロ)に おいて踊 り手がイブを叩いて リズムを刻む ときに用いられる。イブ ・ヘケは表面

に塗料 などは塗 らないのが普通であるが、現代の市販のものはニスで塗装 されている。

1800年 代のもので入墨模様が施 してあるもの もある。イブ ・ヘケの継 ぎ目つま りくびれ

た部分 には、布切れ、タパの繊維、植物の蔓などが巻 きつけてあるものが多い。 イブ ・

ヘケにおいて、二個の瓜をつなぎ合 わせ る方式には二つあ り、一つは単純に二つ をつな

ぎ合わせ るが、いま一つの方は、二つの瓜の間に襟状の 「つなぎ」を挾んだ状態でつな

ぎ合わせ る仕方である。これは上 と下の瓜の接着部分の口径に差がある場合に、この「つ

なぎ」 を喰 ませて隙間が出来ないようにす るための もので、別の瓜か ら切 り取った部分

でこの 「つなぎ」 を作 る。瓜 と瓜の接着部分 は、パンの木か ら採 った液のような脂(や

に)状 の物質によ り固定 している。

ハ ワ イには、二つ の相対 す る もの を一対 として捉 え る行 き方 が あるが、 イブの奏 法 に

つ いて もこの こ とが 言 える。奏 法 には二つ の ものが ある。 一つ は地面 の上 に置 いた衣製

あ るいは タパ の織維 で作 った台座 の上 にイブ を叩 きつ け る、つ ま り、 ス タンプ(stamp)

に よって内部 の空気 を震 わせ るこ とに よ り、低 い虚 ろな感 じの音 を出す の と、 い ま一つ

は、 イブ を台座 の上 にお くか時 には上 に持 ち上 げて その側 面 を手 の指 で叩 く、つ ま り、

ス ラ ップ(slap)に よ って鋭 い高 い音 を出す 方法 であ る。前 者pa(パ ア)、 またはku(ク

ウ〉、後 者 をpa`i(パ ア イ)、 またはpa(パ ア)と 呼ん でい る。 この呼 び方 の違 いは フラ

の系統や 家系 に よっての もので あ る。

イブはハ ワ イの古代 楽器 の うちで今 日迄 用 い続 け られ て来 た唯一 の もので、 その古来

の伝 統 的 な リズム のパ ター ンは次 の もの であ る。

ρツ♪ ツρ ♪あ
ヘ レン ・ロバ ー ツは イブ の リズムのパ ター ンは、次の ように、 基本 的 には一つ として

お り、pa`i(パ ア イ)、 つ ま りス ラ ップに よるornament(オ ーナ メン ト)、 つ ま り、装 飾

的 な拍 子 も無 い としてい るが、
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古代ハ ワイ音楽(2)

r〃 ∫り
例 えば、`ala`apapa(ア ラア ・パパ〉 あ るいは`61apa(オ ラバ)と 言 われ る立踊 フラの

基本的 な リズムのパ ター ンをkahelaま たはkaholo(カ ヘ ラまたは カホ ロ)と い ・、 そ

の代表的 な もの は次 のパ ター ンの様 に変化 を伴 うもので ある。

ρ♪♪ ケβ♪あ ρ♪♪ γグ ♪ ブ
達者 なkumuhula(ク ム・フ ラ)つ ま り、 フラ行事 の 司祭や 歌手 にな る と、次 の様 な

オーナ メン トのス ラップ を加 えた打 ち方 となる。 これ には親指 と他 の指、 あ るいは4本

ない し5本 の指 を同時に使 って、速 さや 音量 に変化 をつけ る。

A

スタンプとらラップを織 ぜて演じら こともおこなわ菰 論 。(アミ.クウ

クウ)と いわれ る腰 を早 く3回 転す る動 きの入 った フラでは、一連の ス タンプの拍 子の

間に種 々の異 な るオーナ メン トを挿入す る。 また、 イブ を吊 して いる輪 を手首 に巻 いた

手 で、 ス タンプ とスラ ップの合 間 にオー ナ メン トの スラ ップ を挿入す る こ ともおこなわ

れ る。 この オーナ メン トのス ラ ップ を打つ手 は見 た 目には大 変優 雅 な動作 に見 え る。 こ

のオー ナ メン トの名演 として、 クム ・フ ラのLokaliaMontgomery(ロ カ リア ・モン ゴ

メ リー)の レコー ド("HoleWaimea"、WaikikiPecords45-532)が 知 られ てい る。

イブの リズムは専 ら4拍 子 系の ダンス ・ステ ップに沿 って刻 まれ てい るが、伴唱 のチ

ャン トの リズムの強弱 に必ず しも対 応 しない。 む しろ、 チ ャン トの リズムに対 して シン

コペー トす る もので、4拍 子の うち、2番 目と4番 目の拍子 でお こな う。達 者 なダ ンサ

ー とイブの奏者 は、 ダンスのス テ ップは規則的 に踏 まれ てい るの に対 して、腕 と手 の微

妙 な動 きを入 れて、唄 とイブの間 でのオーナ メン トや シン コペ ー シ ョン を含む リズムの

上 での相 互関係 を うま く表 現 して行 く。

ところで、 イブ をスティ ック(細 い棒)や 紐状 の もの で打 つ場合 もあ る。特 に1800年

代 には ステ ィックで演奏 した とい う記録 も残 ってい る ものの、 もともと瓜の皮部 を乾燥

させ た もの であ るか ち、材質 としては大変脆 く、固 い もので打つ こ とは出来 ない。

19世 紀 には、 イブ は大 きな行 事 で6個 ～8個 の ものが用 い られ るのが普 通 で、1822年

には5個 の イブ を用 いて演奏 した記録 が あ り、1883年 のカ ラカウア大 王の載冠 式にお い
(16)

てhulakuolo(フ ラ・クオ ロ)で は7個 の イブが用 い られた。今 日では通 常 は一 つの グ

♪♪ ン 角 ♪♪ γ 命 ♪♪7
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古代ハワイ音楽(2)

ルー プで一つ の イブ を用 い るのが普通 とされ てい る。例 外的 にEdithKanakaole(エ デ

ス・カナ カオ レ)の 主宰 す るハ ラウで3つ ない しそれ以上 の イブ を用 いた こと もあ る。
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古代ハワイ音楽(2)

(3>Pαniu(プ ニ ウ)

椰子の実の殻の上部 と下部 を切 り取 った状態の上部の方に、kala(カ ラ)と い う魚の

皮 または鮫の皮 を張った小型の太鼓 で、これらの魚の皮は鱗が極 く小さい とい うことで

用い られている。腿の膝 に近 い部分 に紐 で結びつけて演奏す る。オロナ という植物の蔓

で作った紐か、軟かい曲 り易 いスティック状の もので叩 く。プニウはこの楽器のみで演

奏することは少な く、専 らパフと共に演奏 され、それもパフが主たる リズムを刻む合間

に叩かれる というかたちを とる。かつてはイブ と共に演奏 されたこともあった ものの、

今 日では古いスタイルの再現のための演奏の場合に限られ る。プニウとパフとの共演で

プニ ウに代 るもの として小型 のパ フであ るlapaiki(ラ パ イキ)が 用 い られ るこ とも
(17)

ある。低音のパフが男性 を、高音のプニウまたはラパ イキが女性 を象徴するとす るハ ワ

イ特有の 「対称」 という考えによるものであろう。 イブが現代 のハ ワイ音楽 を演奏する

グループでも多く取 り入れ られ るの と異な り、プニウは殆んど取 り入れられ ることがな

い 。

パフとの掛け合いの一例 をあげると次の様 なパ ター ンとなる。

ρ♪蛎 ♪♪♪β♪♪♪ グ ♪
ツ

(パフ)(プ ニ ウ)(パ フ)(プ ニ ウ)(パ フ)(プ ニ ウ)(パ フ)(プ ニ ウ)

太鼓 の上部 に張 る魚 の皮 を、紐 で どの よ うに と りつ け るか、下 図の様 に略 々6通 りの
(18)

方 式が これ迄 に確 認 されて い る。
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古代ハワイ音楽(2)

(B)固 体 楽器(solidinstruments)

(1)kala'au(カ ラ ア ウ)

熱帯産のkauila(カ ウイラ)と いった硬い材質の木で作 られた一対のスティックであ

る。一対の各々の長 さは異なり、長い方は約3フ ィー ト、短い方は7～10イ ンチで、通

常は左手で長い方 を持ち、こちらは動か さずに、右手で短い方を持 って長い方 を打つ と

いう奏法である。hulakala'au(フ ラ・カラアウ)と いうエネルギッシュなフラの伴奏に

用 いられるが、立踊の場合、papahehi(バ バ ・ヘ ヒ)と いう後述の踏み板に似た楽器 と

共 に用い られる。 また、時代が下って、座踊のフラでもカラアウが用いられ る。 また、

この場合 は、長さ10～12イ ンチ程の左右同 じ長 さのカラアウをそれぞれ両手に持って打

ち合わせ る。 カウアイ島では様4な フラ ・カラアウが踊 られたが、この地の ものは非常
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古代ハワイ音楽(2)

に活 気が あ って、例 えば61apa(踊 り手)もho`opa`a(奏 者や 歌手)も 共 にカ ラア ウ を用

いた し、変 った奏 法 としては、 両手 に カラア ウをそれ ぞれ持 ち、別 の カラア ウを足の指

で挟 ん で、 これ らで地面 に置 いた横 木 を叩 くとい うこ とが行 なわれ た。

カ ラア ウは、パ フ あるいは イブ と共 に用 い られ る こ とが あ る。 カ ラア ウで打 たれ る拍

子の リズムは、今 日、 チャ ン トが歌 われ る際 に伴 奏 に用 い られ るパ フの リズムに よ く似

て い る。 カ ラア ウの リズムが どの よ うな もの であ ったか、記録 に残 って いる古 い もので

は、1821年 にReverendHiramBingham(ハ イラム ・ビンガム師)が 採譜 、記譜 した

もの が あ り、 そ して1926年 のヘ レン ・ロバー ツの記録 に も同様 の リズムが記 譜 され てい

る。

ケβρρ

ρρ戸ρ

幽

2
互

2
互

2
π

βρ1ツ σ 卯 ρ戸ρケ

ρβρβ βρ仰 戸仰 ツ

雌f齪f〔 」二∫ ツ

リズムの うち3拍 子 目が 強調 され る。 第一段 目の ものは、拍 子が次 第に強め られ て次

のか た ちに移行 す る こ とが あ る。

σづ 己fケ ρ 己fづ 己∫ ケρ

座 踊の フ ラ ・カラア ウでは、4分 の4拍 子、 あ るいは4分 の2拍 子 の曲 で次 の様 な感

じで三連 拍子 の打 ち方が 多用 され る。

JJ刀 」一 JJ刀 」一
フラ ・カラア ウ、つ ま り、 カラア ウを伴奏 に用 い るフ ラで あ るが、19世 紀初頭特 に盛

んで あ った。1800年 ～1810年 頃、 ホ ノルルで、DonFranciscodePaulaMarin(ド ン・

フ ラン シス コ ・デ ・ポー ラ ・マ リン)な る人物が特 に傑 出 したカ ラア ウの使 い手で あっ

た こ とが知 られて い る。 また、 カ ラア ウは王侯 貴族 達 の間 で もよ く用 い られ、 この ため

か 、PrinceLiholiho、KamehamehaII(リ ホ リホ王子、 後に カ メハ メハ ニ世)を 歓 迎

す る催 しで は、100名 に も上 るダンサー に よるフ ラ ・カラア ウが 踊 られ た といわれ る。

カラア ウ と他 の楽器 との組 み合 わせ としては、 メレ・フ ラ(melehula)に お いて、パ

フ、プ ニ ウ と共 に用 い られ た こ ともあ る し、 また、今 日の演奏 グループ(ス ラ ック ・キ

ー ・ギ ター、 ウ クレ レ、べ一 ス)が カ ラアウ を取 り入れ るこ ともよ く行 なわれ る。
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古代ハワイ音楽(2)

(2)papahehi(パ パ ヘ ヒ)

木 製 の踏み板 の一種 で あ り、厚 さ1.5イ ンチ、縦12～19イ ンチ、横7～9イ ンチほ どの

厚板 で、地 面 に置い た横 木の上 に この厚板 を置い て足で踏 み なが ら拍 子 を取 るための楽

器 で ある。 木の厚板 の代 りに、平 らな石板 を用 い るこ ともあ った とい う。 このパパ ・ヘ

ヒは必 らず とい って よい ほ どkala'au(カ ラアウ)と 共 に用 い られた。 もとも とカウア イ

島や ニ イハ ウ島で踊 られて いた フラに よ く用 い られて いた もの であ るが、古代 ハ ワ イ音

楽へ の最近 の関 心の高 ま りと ともに時々 フ ラに加 え られ るこ とが あ る。

(3)`ili`ili(イ リ イ リ)

溶岩か ら出来 た小石 を片手 に二つ ずつ持 って、恰 度 スペ インの カスタネ ッ トの様 に音

を出す もので あ る。二 つの小石 を叩いて音 を出す ので あるか ら硬 い小石が選 ばれ、 気泡

の混 った もの は避 け、 自然 に風化 して小石 となった もの を選 ぶが 、特 に硬 い重 い石 を選

んで、 これ を磨 い て角 を取 って作 るこ とも行 われ る。主 に座 踊 の フラでイ リイ リを用 い

るが、 これ をhula`ili`ili(フ ラ ・イ リイ リ)と いい、パ フ も同時 に用 い られ る こ とが 多

い。 イ リイ リの リズムのパ ター ンは カラア ウの もの とよ く似 て い る。 スペ インの カスタ

ネ ッ トは元来 ムー ア人が持 ち込 んだchestnut;castaia(栗)が 起 源 であ り、 同様 に ムー

ア 人が イン ドに持 ち込 んだ ものが 東 イン ド、東 ア ジア を経て ポ リネ シア地域 に伝 わ った

とす る推 測 もあ るが 、 この種 の打楽 器 の起 源 とな る発想 は世 界中至 る所 で 自然発 生的 に

起 こ る もの では ないだ ろ うか。 イ リイ リも、 ポ リネ シアあ るいはハ ワ イの何 処 か で用 い

られ始 め た もの であ ろ う。
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(C)竹 筒(bambootubes)

(1)ka`eke`eke(カ ア エ ケエ ケ)

噛

`oheka`eke(オ へ・カアエケ)、`oheka`eke`eke(オ へ ・カアエケエケ)、pahO-pahOパ

フパ フ とも言われる。両手に持 って地面 で踏み鳴 らす ため の竹筒 であ る。竹筒の一方は

節が抜いてあ り、他方の節は残 してある。節の位 置は中程か ら下の底部 にかけて様々あ

るが底か ら数 インチ上の ものが多い。竹筒の大 きさは平均的 なものは長 さ20イ ンチ、直

径1イ ンチ程 の もの であるが、大 きい ものは長 さ50イ ンチ、 直径2.5イ ンチの もの もあ

る。竹 筒が長 く大 きくなる程、地面 に叩いた時の音程 は低 い。大 きさの異 なる復数 の竹

筒 で同時に地面 を叩 くと徴妙 なハー モニー を出す こともある。 メレ ・フラの伴奏 として

用 いられ、復数 の奏者が座 るか膝立 ち して演奏 す るか、一人 での場合 もある。 これ まで

パ フ とともに演奏 され ることも多か ったが、現在 で もフラの伴奏 に用 い られ た り、ギ タ

ーや ウクレレか らなるグループ と共 に演奏 され ることも多 く、今 日で も現役の楽器 と言

える。例 えば、WaimanaloKeikis(ワ イマナ ロ・ケイキス)と いう子供か ら成 るハワ イ

の楽器演奏 グルー プが クリスマス ・ソングの レコーディングでカアエケエケを取 り入れ

て いる し、また この楽器 を題材に して、MaddyLam(マ ディー ・ラム)が 作 曲 した"Sweet

SingingBamboo"は ヒッ ト・ソングになったこともあ る。
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古代ハワイ音楽(2)

(2>pu`ili(ブ イ リ)

端か ら三分の一 くらいの箇所に節が くる様に切 った20イ ンチ前後の竹筒の、節か ら端

迄の長い方、つま り三分の二に当た る部分 が茶究状 に縦に細 く裂かれてあ り、残 りの三

分の一の部分が持 ち手になっているとい うものである。 これで物 を叩 くとシャン ・シャ

ンというつ音が出る。元来 この楽器 は座踊のフラで互いにペアを組んだ踊 り手がこれを

片手に持 って、ペア同志 で互いに一方の所作 に他方が応えるというかたちで、相手の腕

や肩や地面 を叩いて音 を出し、フラの りズムに合わせ るとい うものである。時には互 い

にブイ リを空中に投げて交換す るといった演技 もおこな う。今 日盛んな立踊のフラで も

ブイリはよ く用いられてお り、専 ら両手にブイ リを持 ってパー トナーだけでな く自身の

肩 を叩 くことも多 くおこなわれ る。ブ イリを加 えたフラは見ていて誠に楽 しい ものであ

り、今 日踊 られ るフラで もよく取 り入れ られるが、このブイ リの音の音楽性 とい う点で

は他の楽器に比べて、いま一つアピールす るものが少な く、例 えば、イブの様に現代の

ハ ワイの演奏 グループが演奏に取 り入れるといったことは皆無 といってよい。
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古代ハ ワイ音楽(2)

(D「 ガ ラ ガ ラ」 類(rattles)

(1)`uli`uli(ウ リ ウ リ)

直径3～6イ ンチ程の小型の瓜あるいは椰子の実の殻に握れ る程の持 ち手を付け、そ
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古代ハワイ音楽(2)

の端に円形のタパの繊維の布 を付け、これに鳥の羽毛 で縁取 りし、殻の内部にali`ipoe

(ア リイポエ)の種子や貝殻や小石 を入れたものである。往時のものにはタパや羽毛の飾
く　ゆ

りのない もの もあった。羽毛 の飾 りの ものは比較 的新 しい ものに 多い。 立踊、座 踊いつ

れ のフ ラで も今 日なお盛 んに用 い られ る。奏 法 としては、 この楽 器 を振 って シャ ラ ・シ

ャラ とい う音 を出す もの と、平手 または体 の一部 で楽器 の側 面 を叩 いて音 を出す もの と

が あ る。ハパ ・ハ オ レの 曲に合 わせ て踊 るフラにお いては、両手 に ウ リウ リを持 って踊

るこ とが 多い。 いつ れに して もリズ ミカルな活発 な感 じの曲 に用 い られ る。パ フや イブ

とともに演奏 され る こ ともあ り、 これ らの楽 器 に比べ て二次的 な役 割 を果 たす もので あ

ったが 、1964年 に至 って この ウ リウ リが正 式 な楽器 として脚光 を浴 び るこ とにな る。 ウ

リウ リの製造業 者が 「ウ リウ リは楽器 に非 ず」 とい う理 由の も とに10%の 楽器 税 を支 払

わ ないこ とを決 め、連 那政府 を相手 に過 去5年 分 の納 税額 の払 い戻 した要求 して法廷 で

争 うこ ととなった。栽 判の過程 で、前代 未 聞の こ となが ら、 ウ リウ リの演奏 も伴 ったフ

ラ ダンスの実演 が証 拠 として披 露 されたが、 サ ン ・フ ラン シス コの当該巡 回控 訴裁判所

の判 決 は 「ウ リウ リと称 す る羽 毛付 きの 瓜は楽 器 であ る」 とい うもので あった。

リズムのパ ター ンは4拍 子 を基調 とす る もので、次 の ものな どはその一一つ で ある。
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古代ハワイ音楽(2)

(2)`頂1ili(ウ リ リ)

ユニー クな構造の楽器で、三個の瓜をスティックで刺 した状態の構造 となっている。

上 と下の瓜は中のものよ りやや大 き く梨型で尖った方が外側 にあ り、ここか らスティッ

クが2～3イ ンチ突 き出 している。上 と下の瓜はスティックに固定 されてお り、中の瓜

には小穴があけ られてお り、そこか ち紐 を中に通 して中の瓜の中心部 あた りでスティッ

クに結びつけ られている。先づ上下の瓜を廻す と紐がスティックに巻 き付 き、つぎに紐

の端 を引っ張ると上下の瓜は逆に廻 る。左手で中の瓜を掴んで右手でこの紐 を引っ張っ

ては力 をゆるめ るという動作 を繰 り返す と、上下の瓜は左右 いつれかの向 きに何回かず

つ廻 る。上 と下の瓜の中に種子や貝殻や小石 を入れてガラガラとい う音 を出す こともあ

るが、本来は何 も入れず、ただ上 と下の瓜の廻 る音のみが楽器 としての音色であって、

強いて効果 を加えるために小 さなスティックの助けを借 りることもあるものの、強い リ

ズムを刻む楽器 を必要 とす るフラの伴奏のための打楽器 としては適当ではない。あ くま

でもパフなどの リズムを刻め る打楽器のために付加的な効果音 を出す 目的で用いられた。

(3)kupe`eniho`ilio(ク ペ エ ニ ホ イ リオ)

kupe`e(ク ペ エ)は 足飾 り、niho(ニ ホ)は 歯 、`ilio(イ リオ)は 犬、つ ま り犬 の歯 を

使 った足飾 りで、 多数 の 犬の歯 を網 状 に編 んだ010na(オ ロナ)の 紐 に取 り付 け た、幅が

9イ ンチ程 の もの を、男性 の両 足の膝 の下 の部分 に結 び付 け、足 を踏む とジャラ ・ジャ

ラ とい う音 が出 る。極 く古 い時代 の フ ラを男性 が踊 る際 に着け て踊 る。往 時 も犬の歯 の

他 に鯨 の歯や 貝殻 、獣骨 が用 い られ たが、今 日作 られ る ものは専 ら貝殻 を用 いてい る。
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古代ハワイ音楽(2)

Wそ の他

(1)ni`aukani(ニ ア ウ カニ)

ni`auは 椰 子 の葉肋 、kaniは"tosound"(響 く)を 意 味す るの で、 本 来は椰 子 な ど樹

木 の葉肋 で作 られ た もの であ った。 しか し現 存 してい る ものの構 造 は 口琴 あ るい は 「び

や ぼん 」 と同様 、小 さな 固い木 等 の土 台 にブ リッジの様 に渡 したか た ちで細長 い金属 や

木 片 を固定 し、 この土 台 を 口で くわ え、 この ブ リッジを指 で弾 いて振 動 させ る とい うも

の で あ る。本 来 のニ ア ウ カニは幅 約1イ ンチ、長 さ4イ ンチ程 の 薄 い木片 、竹 片 な どの

土 台 の端 に6～8イ ンチの細 長 い棒状 の椰 子の葉 の 主脈 又 は竹 を片側 に寄せ て固定 し、

この土 台 を唇 に くわ えて、棒 の 突 き出 た部分 を指 で弾 く。 同時 に奏 者 は唇 と舌 を動 か し

て メレ を口ず さむ の であ り、 ニア ウ カニ は専 らmeleho`oipoipo(メ レ ホオ イポ イポ)

つ ま り 「愛 の歌 の 内容 を持つ メレ」 を歌 い なが ら演奏 され た。 カ メハ メハー 世 の王 宮 で

よ く用 い られ た とい うが、楽 器 として の役 割 を果 た した とす る記録 は殆 ん ど無 く、 む し

ろ玩 具 に近 い もの と して存在 した と言 え る もの で、"jew'sharp"(ユ ダヤ 式ハ ー プ)の

一種 だ とされ るこ と もあ る。 玩具 に近 い もの として ポ リネ シア全 域 に存在 してい るが、

ニ ュー ・ジー ラ ン ドでは 原住 民 の マ オ リ人達 の 間 ではroria(ロ リア)と して知 られ て

(19)

お り、原 流の一 半 は、ニ ュー一・ジー ラン ドに寄港 した西 欧人 が持 ち込 ん だ金属 製 の"jew's

harp"に あ るのか も知 れ な い。
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古代ハワイ音楽(2)

、

(2)bambootubes(竹 筒)

ホ ノル ルの ビシ ョップ博 物館 には 多 くの竹 筒の コレ クシ ョンがあ る。 これ らは節 と節

との間の部分 か ら成 っていて、両 端 の節 は打 ち抜か れて あ り、側 面に は指 孔が あけ られ

てい ないの でフルー トの一種 では な く、単 な る竹笛 とされ てい る。そ して専 ら"kuni"と

い う祈 濤 で用 い られ た といわれ る。研 究者 の ロバー ツ もこれ らbombootubesを フルー

トと断定 は してい ないが、 これ らが笛 として用 い られ た事例 を収 集 してい る。

bambootubesは 、ハ ワ イ語 では"`oheka`eke"と いわれ るが、 この例 、えば ビシ ョッ

プ博 物 館 所 蔵 のbambootubesな どは"hoehoe"と 呼 ば れ て お り、 こ の 言葉 を"The

Andrew-ParkerDictionary"(1922)で 参照 す る と、"atubularwindinstruments

amongHawaiiansresemblingtheflute"(ハ ワ イ人達 の間 で用 い られて い る、 フルー

トに似 た竹 の筒)と あ り、"sameasthehano"(「 ノ・ノ」と同 じもの)と して い る。"hano"

はfluleを 意味す るの で、 これ らのbambootubesは 、fluteと 呼 ばれ る ものの如 き横 穴

は無 い もの の、 フルー トとして用 い られ た もの と判 断 して もよいのでは ないだ ろ うか。

〔註 〕

(1)イ ン ドの古代 楽器"g6ttvadyam"(「 ゴ トゥバ デ ィ ヤム」)な らびに"vichitraveena"(「 ヴ

ィチ トラ・ヴ ィー ナ」)は 共 に8弦 の もの、 中国、 日本 で も一 弦琴が 存在 したが、 いつ れ

もス テ ィー ル ・ギター と同様 の奏 法 で弾 く弦 楽器 で あ る。 世 界の他 の地 域 に も同様 の奏

法 に よ る楽 器 が存在 す るこ とは充分 想像 出来 る。

(2)弦 楽 器(musicalimstrumentに 分 類 は され る もの の、 楽 弓(musicalbow)の 域 を出 な

}
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(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

古 代 ハ ワ イ 音 楽(2)

い と し て 、 こ の 表 現 を 用 い て い る 文 献 も あ る 。TeRangiHiroa(PererH.Buck)

"MusicalInstrument"inArtandCraftsofHawaiiIXAugust
,1964pp.388

Roberts,HelenH."AncientHawaiianMusic".B.P,BishopMuseumBulletin29。

Honolulu1926:BishopMuseumPressp.24

前 掲Roberts,p.20

前 掲Roberts,p.28

Emerson,NathanielB.

"TheUnwrittenLiteratureofHawaii":TheSacredSongsoftheHula
.Tokyo:

Tuttle,1965.ReprintedfromBureauofAmericanEthnologyBulletin38,

Washington,D.C.,1909(Paperbackedition,1974)p.145

Roberts,HelenH."LegendoftheOriginoftheNoseFluteofTwoHoles(Hano)

asGivenbyMr.SamKeKa'owaiofHonoluluandoftheIslandofMoloka`i".

BerniceP.BishopMuseumLibrary所 蔵 未 公 刊 資 料P.3諸 説 あ るnosefluteの 起 源

説 の う ち で も 興 味 深 い も の の 一 つ で あ る 。

前 掲EmersonP,146

Gowen,RobertH."TheStoryofKiha-pu."ParadiseofthePacific,June1911,p.

16

Barr6reDorothy."ConchShellTrumpets".TheConchShe11,Universityof

Hawaii1963,pp.3-5

RobertsHelenH.AncientHawaiianMusic。B.P.BishopMuseumBullelin29.

Honolulu1926:BishopMuseumPresspp.44-45

Pukui,MaryKawena."HawaiianPoetryandMusic".KamehamehaSchool上 級

学 年 生 向 講 義 録 、May6,1945

TatarElizabeth."SlackKeyStyleDescendsfromAncientPahuandIpu".

Ha`ilonoMele,May1977,pp.4-7

BuckH。Peter(TeRangiHiroa).ArtsandCraftsofHawaiiSectionD【Musical

Instrumenst.BishopMuseumPressl957,p.399.

前 掲Buckp.397

KanaheleS.George.HawaiianMusicandMusicians.Honolulu:TheUniversity

ofHawaiiPress,1979p.175
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(17)

(18)

(19)

古 代 ハ ワ イ 音 楽(2)

IiJohnPapa.FragmentsofHawaiianHistory.TranslatedbyM。K.Pukui.

Honolulu:BishopMuseumPress,1959,p.137

前 掲Buckp.404

前 掲Buckp.395
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